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(57)【要約】
【課題】底部に脚部が設けられた筐体に装着する場合で
あっても、筐体を安定して設置できることを目的とする
。
【解決手段】補助スタンド１の装着部４に、筐体６の底
部８に設けられた脚部７を収容可能な穴部２を設けるこ
とにより、筐体６を安定して設置できる位置に補助スタ
ンド１を装着することができ、底部８に脚部７が設けら
れた筐体６に装着する場合であっても、筐体６を安定し
て設置することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底部の一部に複数の脚部を備える筐体の、前記底部に装着される筐体の補助スタンドで
あって、
　前記筐体の底部の幅よりも幅の広い本体部と、
　前記本体部の１つの表面の一部であって装着時に前記筐体の底部が当接する装着部と、
　前記装着部に前記本体部から突出して前記筐体の側部を狭持する一対の狭持部と、
　前記装着部の一部を開口して前記本体部に形成されて前記脚部の１つを収容する穴部と
を有し、前記穴部に前記脚部を挿入する状態で前記筐体の底部に装着され、前記筐体に装
着された状態で、前記本体部の前記装着部が形成された面に対する裏面の少なくとも一部
が接地されることを特徴とする筐体の補助スタンド。
【請求項２】
　前記穴部の内周面の少なくとも一部に形成されて前記脚部を保持する保持部を
さらに有することを特徴とする請求項１記載の筐体の補助スタンド。
【請求項３】
　前記保持部が板ばねであることを特徴とする請求項２記載の筐体の補助スタンド。
【請求項４】
　前記保持部が弾性体であることを特徴とする請求項２記載の筐体の補助スタンド。
【請求項５】
　前記筐体が前記筐体の底部に複数の前記脚部を１組の脚群として複数の脚群が並列配置
される構成であり、前記穴部が１つの前記脚群を構成する前記脚部に対応する位置に形成
されることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の筐体の補助スタンド
。
【請求項６】
　前記筐体が前記筐体の底部に２つの前記脚部からなる脚群が２列に並列配置される構成
であり、前記穴部が１つの前記脚群を構成する２つの前記脚部に対応する位置に形成され
ることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の筐体の補助スタンド。
【請求項７】
　前記本体部が、前記狭持部の間において伸縮可能であることを特徴とする請求項１～請
求項６のいずれか１項に記載の筐体の補助スタンド。
【請求項８】
　前記筐体が前記筐体の底部の前記脚部の形成領域外に吸気口が形成される構成であるこ
とを特徴とする請求項１～請求項７のいずれか１項に記載の筐体の補助スタンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　筐体を安定的に設置するために筐体に装着される筐体の補助スタンドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータや小型の産業機器等では、機器の設置場所等の状況により、機
器の筐体底部にゴムやプラスチック等で形成される脚部を備えるものがある。また、脚部
は、機器を安定的に設置できる位置に配置され、例えば、筐体の底部の四隅の近傍に１つ
ずつ配置される。さらに、機器を安定的に設置するために、筐体の底部に補助スタンドを
装着する場合もある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－２８９３８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、底部に脚部が設けられた筐体に補助スタンドを設ける場合には、脚部の
形成領域を避けて補助スタンドを装着する必要があった。この場合、脚部は最も筐体を安
定して設置できる位置に形成されているので、補助スタンドを装着しても、十分に安定し
て筐体を設置できない場合があった。また、どうしても脚部の位置に補助スタンドを取り
付けないと筐体が安定しない場合一度脚部を取り外して補助スタンドを取り付ける方法が
あったが、この場合には筐体から脚部を取り外すという手間が掛かるという問題点があっ
た。
　本発明は、上記問題点を解決するために、底部に脚部が設けられた筐体に装着する場合
であっても、筐体を安定して設置できることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明の筐体の補助スタンドは、底部の一部に複数の脚部
を備える筐体の、前記底部に装着される筐体の補助スタンドであって、前記筐体の底部の
幅よりも幅の広い本体部と、前記本体部の１つの表面の一部であって装着時に前記筐体の
底部が当接する装着部と、前記装着部に前記本体部から突出して前記筐体の側部を狭持す
る一対の狭持部と、前記装着部の一部を開口して前記本体部に形成されて前記脚部の１つ
を収容する穴部とを有し、前記穴部に前記脚部を挿入する状態で前記筐体の底部に装着さ
れ、前記筐体に装着された状態で、前記本体部の前記装着部が形成された面に対する裏面
の少なくとも一部が接地されることを特徴とする。
　また、前記穴部の内周面の少なくとも一部に形成されて前記脚部を保持する保持部をさ
らに有することが好ましい。
　また、前記保持部が板ばねであっても良い。
　また、前記保持部が弾性体であっても良い。
【０００６】
　また、前記筐体が前記筐体の底部に複数の前記脚部を１組の脚群として複数の脚群が並
列配置される構成であり、前記穴部が１つの前記脚群を構成する前記脚部に対応する位置
に形成されても良い。
【０００７】
　また、前記筐体が前記筐体の底部に２つの前記脚部からなる脚群が２列に並列配置され
る構成であり、前記穴部が１つの前記脚群を構成する２つの前記脚部に対応する位置に形
成されても良い。
　また、前記本体部が、前記狭持部の間において伸縮可能であっても良い。
　前記筐体が前記筐体の底部の前記脚部の形成領域外に吸気口が形成される構成であって
も良い。
【発明の効果】
【０００８】
　補助スタンドの装着部に、筐体の底部に設けられた脚部を収容可能な穴部を設けること
により、筐体を安定して設置できる位置に補助スタンドを装着することができ、底部に脚
部が設けられた筐体に装着する場合であっても、筐体を安定して設置することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１における筐体の補助スタンドの構成を示す斜視図
【図２】実施の形態１における筐体の補助スタンドの構成を説明する図
【図３】本発明の補助スタンドにおける穴部の構成を説明する要部拡大図
【図４】本発明の補助スタンドが装着される筐体における脚部の形成位置を例示する図
【図５】本発明の補助スタンドの底部を例示する図
【図６】実施の形態２における筐体の補助スタンドの構成を示す斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　以下、図面を用いて、本発明における筐体の補助スタンドについて説明する。
（実施の形態１）
　まず、図１～図５を用いて、実施の形態１における筐体の補助スタンドについて説明す
る。
【００１１】
　図１は実施の形態１における筐体の補助スタンドの構成を示す斜視図である。図２は実
施の形態１における筐体の補助スタンドの構成を説明する図であり、図２（ａ）は側面図
、図２（ｂ）は底面図である。図３は本発明の補助スタンドにおける穴部の構成を説明す
る要部拡大図、図４は本発明の補助スタンドが装着される筐体における脚部の形成位置を
例示する図、図５は本発明の補助スタンドの底部を例示する図である。
【００１２】
　パーソナルコンピュータや小型の産業機器等を構成する筐体６には、その接地面となる
底部８に複数の脚部７が設けられる場合がある。また、筐体６を安定して設置したい場合
には、補助スタンド１を筐体６の底部に装着する。本発明の補助スタンド１の特徴は、筐
体６に装着した際に、筐体６の脚部７が挿入されて収容される穴部２が形成されることで
ある。
【００１３】
　補助スタンド１は、本体部３の１つの表面の一部分であって、装着時に筐体６の底部８
が当接される装着部４と、装着部４とほぼ直交する方向に本体部３から突出する１対の狭
持部５と、装着部４を開口して形成される穴部２とから構成される。本体部３は装着部４
から延伸する方向に面を有し、幅Ｗが筐体６の幅ｗよりも広く形成されることにより、装
着した筐体６を安定して設置することができる構成である。装着された状態においては、
本体部３の装着部４に対する裏面の少なくとも一部が接地する。また、狭持部５は、補助
スタンド１を筐体６に装着した状態において、筐体６の側面９を挟み込んで筐体６の転倒
を防ぐ構造であり、相対する２面から構成される。
【００１４】
　穴部２は、装着部４に開口部を有し、本体部３に形成される穴である。穴部２の位置お
よび個数は、補助スタンド１を筐体６に装着した場合に、筐体６の脚部７に対応する位置
に形成される。穴部２の大きさは、穴部２に脚部７が挿入され収容される大きさである。
【００１５】
　このように穴部２が設けられた補助スタンド１を用いることにより、穴部２に脚部７を
収容することができ、脚部７が形成された位置に補助スタンド１を装着することができる
。そのため、筐体６を安定して設置できる位置に補助スタンド１を装着でき、底部に脚部
が設けられた筐体に装着する場合であっても、筐体を安定して設置することができる。す
なわち、脚部７は筐体６の接地位置となるため、最も筐体６を安定して設置できる位置に
設けられる。それにもかかわらず、穴部２を設けない補助スタンドの場合は脚部７を避け
て筐体６に装着する必要があるため筐体６を安定して設置できない場合があった。または
、脚部７を避けて補助スタンド１を装着した場合、安定して筐体６を設置できないときに
は、脚部７を取り外した上で脚部７の形成領域に補助スタンド１を装着する必要があった
。本発明では、補助スタンド１に脚部７を収容できる穴部２を設けるため、脚部７の形成
領域に補助スタンド１を装着することができ、容易に筐体６を安定して設置できる。
【００１６】
　補助スタンド１をつけた筐体を設置する場合、より広いスペースを必要とする。本発明
の補助スタンド１では、筐体６からの補助スタンド１の着脱が容易な構造であることから
、補助スタンド１をつけない場合と比較して補助スタンド１をつけることにより、最適な
位置に補助スタンド１を設けて筐体６の転倒防止能力を向上させることを優先するか、そ
れとも補助スタンド１をつける場合と比較して補助スタンド１をつけないことにより筐体
６を小型化することを優先するか、使用者が簡単に選択することができる。
【００１７】
　なお、図３に示すように、穴部２の内周面の少なくとも一部に、ばねやゴム等の弾性体
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を設けても良い。例えば、図３（ａ）に示すように、円筒状の壁面で穴部２を形成し、そ
の壁面の一部を板ばね１０としても良い。さらに、本体部３がブロック状の場合、本体部
３に穴部２を形成し、穴部２の内周面の少なくとも一部に板ばね１０を設ける構成として
も良い。また、図３（ｂ）に示すように、円筒状の壁面で穴部２を形成し、その壁面の一
部の表面にゴム１１等の弾性体を貼り付けても良い。さらに、本体部３がブロック状の場
合、本体部３に穴部２を形成し、穴部２の内周面の少なくとも一部にゴム１１等の弾性体
を貼り付ける構成としても良い。
【００１８】
　このように穴部２の内周面に弾性体を設けることにより、穴部２で脚部７を保持するこ
とができ、筐体６を移動させる際に、補助スタンド１も筐体６に伴って移動し、筐体６の
移動や再設置を容易に行うことができる。すなわち、従来の穴部を有しない補助スタンド
の場合、筐体６を保持できないので、筐体６を移動させた場合は補助スタンドが外れる。
そのため、筐体６を移動させた場合は、設置の際に再度補助スタンドを装着し直す必要が
あり、不便であった。特に、スペースの少ない場所に設置する筐体６に補助スタンドを装
着することは困難であった。これに対して本発明の補助スタンド１では、穴部２により脚
部７を保持でき、筐体６を移動させても補助スタンド１は装着された状態を維持できるの
で、筐体６を移動させ、再設置することが容易となる。つまり、筐体６から補助スタンド
１を簡単に着脱できる構造でありながら、補助スタンド１が脚部７に強固に接着されてい
ることから、筐体６を移動する際に、筐体６から補助スタンド１が外れたり位置がずれた
りすることを気にする必要がない。
【００１９】
　また、本発明の補助スタンド１は、筐体６の底部８に放熱性等の向上のために吸気口１
２が設けられている場合に特に効果的である。すなわち、筐体６には、筐体内の空気を冷
却するために、吸気口１２が形成される場合がある。吸気口１２の形成位置は、筐体６内
の空気の流れの確保や埃の流入防止，開口部が塞がれることの防止，小音性のために、筐
体の底部８に形成される場合もある。脚部７は、吸気口１２に空気が流れる領域を確保す
ることも目的として、ある程度の高さを備え、吸気口１２を避けて設けられている。そし
て、従来の補助スタンドは脚部７の形成領域以外の領域に装着する必要があり、吸気口１
２上に設置せざるを得ない場合があった。この場合、上述のように安定性が低減すると共
に、吸気口１２を補助スタンドが塞ぐので吸気効率が低下することになる。または、脚部
７および吸気口１２の形成領域を避けて補助スタンドを装着する必要が生じ、筐体６を安
定して設置することがより困難となる場合があった。本発明の補助スタンド１は、脚部７
を収容して装着することができるので、吸気口１２が形成されない脚部７上に形成でき、
吸気効率を維持しながら、安定して筐体６を設置することができる。また、特別な機構を
除き、筐体６を移動させる際、吸気口１２が下にある筐体６の場合、筐体６に装着した補
助スタンド１が使用者の意図によらずに移動してしまい筐体６の吸気口１２を塞いでしま
う場合があったが、本発明の穴部２に弾性体を設けた補助スタンド１では、補助スタンド
１を脚部７の位置で保持することができ、補助スタンド１が吸気口１２を塞ぐことを防止
することができる。
【００２０】
　ここで、図１に示す例では、脚部７を筐体６の四隅の近傍に配置する場合を例示してい
るが、脚部７の形成位置および個数は任意であり、形成された脚部に応じて補助スタンド
１の穴部２を形成すれば良い。
【００２１】
　例えば、図４（ａ）に示すように、２つの脚部７を幅方向に並べて１つの脚群１３とし
、脚群１３を２つ以上、図では３つ並列配置することもできる。そして、補助スタンド１
は、脚群１３ごとに、脚部７に対応して穴部２を形成する。また、図４（ｂ）に示すよう
に、３つの脚部７を幅方向に並べて１つの脚群１４とし、脚群１４を２つ以上、図では２
つ並列配置することもできる。また、３つ以上の脚部７を幅方向に並べて１つの脚群１４
としても良い。そして、補助スタンド１は、脚群１４ごとに、脚部７に対応して穴部２を
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形成する。このように、脚部７に対応して補助スタンド１の穴部２を形成することにより
、様々な筐体６に対応した補助スタンド１を形成することができ、底部に脚部が設けられ
た筐体に装着する場合であっても、筐体を安定して設置することができる。
【００２２】
　なお、補助スタンド１の接地する底部の形状は、穴部２より外側で接地する構成である
ことが好ましい。例えば、補助スタンド１の底面は平面でも良いし、図１で示されるよう
に平面の周囲で接地する形状でも良い。また、図５に示すように、端部にゴム等の弾性体
からなる補助脚部１５を設け、補助脚部１５で接地する構成としても良い。
（実施の形態２）
　次に、図６を用いて、実施の形態２における筐体の補助スタンドについて説明する。
　図６は実施の形態２における筐体の補助スタンドの構成を示す斜視図である。
【００２３】
　筐体は様々な形状のものが用いられており、その幅も筐体によって様々である。実施の
形態２における補助スタンド２１，４１は、実施の形態１における補助スタンドにおいて
、さらに、筐体の幅に合わせて狭持部２５間の幅を調整可能とすることを特徴とする。
【００２４】
　図６（ａ），図６（ｂ）に示すように、本実施の形態の補助スタンド２１は、実施の形
態１の補助スタンドに対して、装着部２４の領域に、留め部３１と係り部３２とからなる
調整部３０を設けることが特徴である。係り部３２には複数の突起が形成される。留め部
３１は係り部３２が挿入される構成であり、任意の突起を嵌合して係り部３２を固定する
ことができる。調整部３０にて狭持部２５間または穴部２２間の距離を調整し、様々な筐
体に対応しながら、底部に脚部が設けられた筐体に装着する場合であっても、筐体を安定
して設置することができる。ここで、留め部３１での固定は、係り部３２を挿入すること
はできるが挿出することができない構造とし、装着部２４の長さを調整することができる
。または、留め部３１に挿入または挿出を可能とするボタン（図示せず）を設け、ボタン
（図示せず）を押しながら長さを調整し、長さを決めた状態でボタン（図示せず）を離す
ことにより、調整部２４の長さを固定することもできる。
【００２５】
　また、図６（ｃ）に示すように、本実施の形態の補助スタンド４１は、実施の形態１の
補助スタンドに対して、狭持部２５と穴部２２との間に、図６（ａ），図６（ｂ）の調整
部３０と同様の構成の調整部３３を設け、装着部２４のゴム等の弾性体からなる伸縮部３
４を設ける構成としても良い。このように、装着部２４の長さを伸縮部３４で自在に調整
可能とすると共に、調整部３３により狭持部２５と穴部２２との間の距離を調整すること
により、筐体の幅に対応しながら、脚部の位置にも対応することができる。また、全体の
幅は伸縮部３４で、補助スタンド４１を筐体に装着することにより調整できる。そのため
、より様々な筐体に対応しながら、底部に脚部が設けられた筐体に装着する場合であって
も、筐体を安定して設置することができる。また、伸縮部３４の代わりに留め部３１と係
り部３２を設けることにより、２つの穴部２２の間隔を調整しながら、様々な幅の筐体を
安定的に設置することができる。
【符号の説明】
【００２６】
　　１　　補助スタンド
　　２　　穴部
　　３　　本体部
　　４　　装着部
　　５　　狭持部
　　７　　脚部
　１０　　板ばね
　１２　　吸気口
　３０　　調整部
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　３１　　留め部
　３２　　係り部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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